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問題１ 
問題文：【高齢者福祉とテクノロジー：3】「奇跡の瞬間」、プログラムがつくる認知症の非薬物療法オンラインで
家族とコンテンツ鑑賞 
 

著作権の観点から、公表していません。 
 
①音楽などのさまざまな活動を通じて、不安や暴言などの認知症の周辺症状を抑え、認知症の人が自分らしく暮
らし続けることをめざす「非薬物療法」。そこに、ＡＩ（人工知能）などのデジタル技術をいかす動きがある。 
 
 ■ＡＩの表情分析から「好み」を判断 
 重度認知症の母（86）が、タブレットの画面に映った自分の息子である兄を見て、にっこりほほえんだ。 
 「母が母に戻った。奇跡の瞬間でした」。木南治子（なおこ）さん（49）は、1 年半前をこう振り返る。 
 グループホームで暮らす母は、前頭側頭型認知症で要介護度は最も重い「5」。発話するのは単語の羅列で、会
話は成り立たない。 
 目の前の人や物が何かを認識することも難しく、「怒っているか、寝ているか、うつ状態か」という状況が続い
ていた。笑顔はほとんど見なくなっていた。「意思の疎通ができなくなっていくことが、一番つらかった」 
 変化があらわれたのは、木南さんがコンテンツ開発を担当する、認知症ケアプログラムの利用を始めてからだ。 
 株式会社Ａｉｋｏｍｉが 2021 年から提供する「Ａｉｋｏｍｉケア」。タブレットを使い、20 分程度のコンテ
ンツの鑑賞を通じて、認知症の本人と家族らのコミュニケーションを豊かにすることをめざす。 
 木南さんは母の介護を経て、19 年に同社に入社した。 
 母が兄を認識したのは、使い始めて 4 回目のことだった。ほかにも、好きだった俳句を見せると指で追って読
もうとするなど、感情の動きが見られるようになった。 
 「共感できる瞬間があることで、私の気持ちも全然違う。こんな瞬間をたくさん作りたい」 
 プログラムの仕組みはこうだ。 
 認知症の本人と家族ら、それぞれに専用のタブレットを貸与する。オンラインでつないで、同時に同じコンテ
ンツを鑑賞。画面にはお互いの様子も表示され、離れて暮らしていても鑑賞しながら会話ができる。 
 手芸、書道などの趣味や、おはじき、あやとりなどの懐かしい遊びの動画。「きょうは何の日？」などのクイズ
も。コンテンツは 2 万 4千種類以上あり、ボランティアの協力も得て更新している。 
利用にあたっては、事前に家族に家族構成や歩んできた人生、趣味などを聞き、関連したコンテンツを表示す

る。本人や家族の写真、動画も盛り込める。 
②最大の特徴は、利用者の同意が得られた場合には鑑賞している本人の様子を録画し、表情の変化や発話などの
反応をＡＩで分析することだ。 
 反応がよかったコンテンツと、次回の「おすすめ」がわかる。それを参考に、個別に最適化したプログラムを
編成する。回数を重ねるごとに、よりその人の好みに合わせた内容になる。 
 これまで延べ約 150 人が利用し、「会話が増えた」といった感想が届く。東京都健康長寿医療センターとの共
同研究では、3 回使うことで、暴言などの周辺症状が有意に少なくなった認知症の人もいたという。 
 
 ■においや振動、五感のケア検討 
 同社はもともと、製薬会社の武田薬品工業の社内ベンチャーだった。 



 きっかけは、同社で認知症の薬の創薬に携わっていた研究者が、薬に限界を感じたことだった。薬は、興奮状
態を鎮めるなど症状を抑えることはできる。一方、無気力などの副作用もある。 
 「その人らしく暮らし続けるには、周辺症状を抑え、コミュニケーションを豊かにする『非薬物療法』が大事
なのではないか」。デジタル化でより効果をあげることをめざした。18 年に独立し、神戸学院大学などと共同研
究を進めた。 
③いまは「見る」「聴く」コンテンツが中心だが、将来的には「五感でケアをする」ことをめざす。 映像ととも
ににおいを再現するシステムの試作や、触れた時に振動で刺激を与えるプログラムの検討などを進めている。 
 取締役の平田知弘さんは「離れて暮らす認知症の人を心配する家族は多い。地域での暮らしを続けられる一助
になると考えている」と話す。 
 より多くの人に利用してもらおうと、昨年 7月からは介護施設向けのサービスの提供にも力をいれている。（石
川春菜） 
 
出典）朝日新聞 2024年 11 月 17日 朝刊 23 ページ 東京本社 
https://digital.asahi.com/member_scrapbook/print_clipping.html?aid=DA3S16085752&cflag=0 
 
問１ 下線①について作業療法と関連させ、あなたの考えを 300 字以内で述べなさい（目安として 

275～300 字程度が適切です）。 
問２ 下線②において、「利用者の同意が得られた場合には」という記述がある。その理由についてあなたの考え

を 200 字以内で述べなさい（目安として 175～200 字程度が適切です）。 
 
問３ 下線③において、「五感でケアをする」とあるが、具体的にあなたの考えを 300 字以内で述べなさい（目
安として 275～300 字程度が適切です）。 
 
問題２．以下の図表を読み取り、問 4に答えなさい。 
 

著作権の観点から、公表していません。 
 

 

 



※表は令和 3年度通年の通級による指導実施状況調査結果の一部抜粋である。 
 

補足）「通級による指導」とは、大部分の授業を小・中・高等学校の通常の学級で受けながら、一部、障害に応
じた特別の指導を特別な場（通級指導教室）で受ける指導形態で、障害による学習上又は生活上の困難を改善
し、又は克服するため、特別支援学校学習指導要領の「自立活動」に相当する指導を行います。《「障害に応じ

た通級による指導の手引 解説とQ&A（改訂第 3版）」（文部科学省 編著）より抜粋）》 
 

 

図 通級による指導実施状況調査結果（概要）学校種別/小・中・高等学校計 

※表は令和 3年度通年の通級による指導実施状況調査結果の一部抜粋である。 
※R2及び R3 の数字は 3月 31 日時点。R1 以前は各年度 5月 1 日時点。 
※平成 30 年度から、国立・私立学校を含めて調査。 
※高等学校における通級による指導は平成 30 年度開始であることから、高等学校については平成 30年度から
計上。 
※小学校には義務教育学校前期課程、中学校には義務教育学校後期課程及び中等教育学校前期課程、高等学校
には中等教育学校後期課程を含める。 
補足）グラフ中の波線は、データの連続性がないこと、調査範囲、時点の変化があったことを示している。 
 
 
問４ 学校に関わる作業療法士が行う支援について、あなたの考えを 300字以内で述べなさい（目安として 275
～300 字程度が適切です）。 
 

（単位：名） 

（単位：年） 


